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連絡先:  Wayne Hearn （米国）　1-847-866-3386、 wayne.hearn@rotary.org

ロータリーがポリオ撲滅に約58億円の寄付を誓約 

ポリオ（急性灰白髄炎）撲滅をテーマとした国連特別総会で正式に発表の予定
米国エバンストン発（2012年9月27日）　国際ロータリーは、世界ポリオ撲滅推進計画（GPEI）に対し、今後3年間に7,500万米ドル（約58億円）を寄付することを誓約しました。ポリオの撲滅活動は現在、9億4,500万ドル（約735億ドル）という深刻な資金不足を抱えており、今回の寄付によってこの不足を少しでも埋めることを目的としています。
今回の国連での動きは、5月の世界保健総会での「ポリオ撲滅は世界の公共保健プログラムにおける緊急事態である」とする決議を受けたものです。24年間にわたる懸命な撲滅活動のおかげで、世界での今年の発症数はこれまでで最も少ない140件にとどまっています。しかしその一方で、資金不足によって予防接種キャンペーンが中止に追い込まれる事態も発生しており、このままでは撲滅計画全体が失敗の危機にさらされる可能性があります。撲滅が失敗し、ポリオの発症数が以前の状態に戻った場合、年に20万人の子供が手足の麻痺障害を負うことになると予想されています。
ポリオ撲滅に対して既に12億ドル（約940億円）以上を投入してきたロータリーは、9月27日にニューヨークの国連本部で開かれるポリオ撲滅の特別イベントにおいて、今回の新たな寄付目標を発表する予定となっています。このイベントは、第67回国連総会中に、潘基文事務総長の主催の下で開かれます。
二期目となる潘事務総長は、ポリオの撲滅を国連の最優先課題として掲げ、ロータリー、世界保健機関（WHO）、ユニセフ、米国疾病対策センター（CDC）によって1988年に開始されたポリオ撲滅推進計画への支援を、加盟各国に強く呼びかけていく意向です。現在はビル・アンド・メリンダ・ゲイツ財団と国連財団も撲滅活動のパートナーとして加わっています。
ニューヨークのイベントでは、ロータリー財団のウィルフリッド・ウィルキンソン管理委員長、ゲイツ財団のビル・ゲイツ共同議長、野生ポリオウィルス常在国とドナー国の元首やリーダーが講演する予定となっています。現在、野生ポリオウィルスが残っているのは、アフガニスタン、パキスタン、ナイジェリアの3カ国だけですが、ほかの国も、ウィルスの流入によって新たな感染者が出る危険があります。
「各国政府が立ち上がり、ポリオ撲滅への約束を果たすことが極めて重要」と話すロータリー財団のウィルキンソン管理委員長は、「撲滅実現まであと一歩のところに来ている現在、気をゆるめずに行動し続けなければ、子どもたちへの約束を破ることになってしまう」と強調します。
ポリオの発症数は、年間35万人が感染していた1988年以来、99パーセント以上減少しました。2011年に報告された発症数は700件を下回っています。これまでロータリーと協力団体は、経口ポリオワクチンを25億人以上の子供に投与してきました。資金調達と支援の働きかけを主に担当するロータリーは、最近、ポリオ撲滅に関する新しいウェブサイト（endpolionow.org）を立ち上げ、認識向上と支援を呼びかけています。このウェブサイトからは、ポリオ撲滅の署名運動に参加することもでき、集まった署名は国連本部で潘事務総長に渡されます。フェイスブックとツイッターを通じて、このウェブサイトからポリオ撲滅のメッセージを広げることも可能です。

今年、ゲイツ財団から寄付された3億5,500万ドルの補助金に上乗せするために、ロータリーが独自に2億2,800万ドル（約178億円）を募金しました。この成功を高く評価したゲイツ財団は、さらに5,000万ドル（約40億円）を追加寄付しました。
ロータリーは、事業と専門職および地域社会のリーダー約120万人を会員とする国際的組織です。ロータリー・クラブの会員は「ロータリアン」と呼ばれ、人道的奉仕を行いながら、すべての職務における高い倫理基準を奨励し、世界の親善と平和の確立に寄与しています。広報に利用できる高画質のロータリー関連ビデオ・写真を、メディア･センターよりご覧ください。
編集者注記：

国連ウェブキャストで、イベントの様子を生中継でご覧いただけます。日本時間、2012年9月28日午前2時半より（米国東部夏時間、2012年9月27日午後12時半より）。
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